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第108号議案は、賛成12名、反対10名、

第133号議案は、賛成13名、反対９名、

両案とも賛成多数で可決成立しました。

アイティ関連補正予算案成立‼

子育て支援総合拠点等整備事業費、生涯学習サロン整備事業費等を含む
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第
12号

）

賛
成
多
数

賛
成
多
数

可
決
可
決

詳
細
は
次
号（
12月

発
行
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す

一日も早く

　コロナが

　　収束しますように…

みんなが元気に

　すごせますように…

大 お
お谿 た

に川 が
わ灯

籠
流
し
（
城
崎
温
泉
）
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新
型
コ
ロ
ナ
の
難
局
を

　
　
乗
り
越
え
る
た
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
豊
岡
市
議
会
で
は
、
日
々
状
況
が
変
化
す
る
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
が
少
し
で
も
早
く
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
・
支
援
策
を
推
進
し
ま
す
。

ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。 豊岡市議会 検索 ポチッ

今議会は
こんなことも

ありました

令和元年度決算をはじめ報告案件、補正予算案、条例の制定ならび
に一部改正案など44件、および意見書案1件を慎重審議しました。

主な議案の内容などをお知らせします。

意見が分かれた議案は起立により採決します

条例関係

補正予算第10号

事件案件

植

ス

物 村直己冒険館の設置及び
管理に関する条例制定

キー場の設備整備支援

品購入契約の締結

　植村直己冒険館の機能を強化
するため、6月から改修工事お
よび展示制作に着手しており、
来年4月にリニューアルオープ
ンする見込みである。
　指定管理者による管理運営を
行うため、条例の全部改正をす
るもの。

　年間を通して安定したスキー場運営を支援するため、ス
キーシーズンおよびグリーンシーズンのゲレンデ利用を見
据えた設備導入を支援する。

　小中学校で使用する児童生徒用端末（タブ
レット）を購入するため、県下一律の単価契
約に基づき日本電通㈱神戸支店と契約するも
の。家庭でのオンライン学習などを進めるた
め、すでに中学生および小学校4年生以上には
配備しており、今回は1年生から3年生が対象。

造雪設備等の導入費補助
補正額：5,400万円

児童生徒用タブレット端末の購入
金額：約1億9,020万円
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　総
務
委
員
会
の
意
見・要
望

原案
可決
原案
可決

9月
定例会

議案審議　8月28日～9月29日（33日間）

ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。

子育て支援総合拠点等整
備事業費、

生涯学習サロン整備事業
費等を含む一般会計補正

予算（第12号）は、

　　　　　　　閉会中の継続審査
に！

事件案件

補正予算第10号

土

新

地処分契約の締結

型コロナウイルス感染症予防対策や支援施策

　※サウンディング型市場調査により公募条件を整理し、一
般競争入札で売却先を公募したところ、㈱オークから参加申
し込みがあり、仮契約を締結したもの。

※サウンディング型市場調査…市有地などの有効活用を検討する際、民間事
業者から広く意見や提案を求め、市場性などを把握する調査

　オンライン会議などのため、市内の
すべてのセンター（29館）にWi-Fi環
境を整備するほか、豊岡、五荘、八条の
空調換気設備を更新・強化、21館に網
戸の新設、8館に換気扇を新設する。

　感染症予防対策などを徹底
しながら、子どもたちの学習
環境を整えるため、音楽室、
理科室、家庭科・被服室など
にエアコンを設置する。

　厳しい環境下であっても、生産
プロセスの改善など生産性向上の
ために設備投資を行う製造業者を
支援する。補助率は2分の1以内、
補助金の上限額は1,000万円。

▼意見・要望▼
　旧ひぼこホール跡地へ
の構築物の建設にあたっ
ては、地域性・景観に十
分配慮するよう相手方に
求められたい。出石文化会館跡地約1万6,975㎡を市内企業へ売却

金額：１億1,910万円

コミュニティセンターの感染症予防対策
補正額：1億5,072万円

小中学校の特別教室にエアコン設置
補正額：3億1,460万円

製造業への緊急支援
補正額：6,000万円
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（※1）
　地方交付税は市の決算額の約36％を占める依存
財源ですが、その目的は、税収の多い自治体と少ない
自治体間の財源調整などのために、いったん国が集
めた税を地方自治体に再配分しているものです。
　そこで、本来的に地方自治体の収入と言えること
から、ここでは「給料」に区分しています。

（※2）
　「毎月の収入額と支出額の差

」

9,000円は、厳しい財政状況の
中

にあっても、やりくりをして支出
額

を抑え、次年度以降のために現
金

を手元に保管している状態を
示

しています。
　実際の決算では、これらが繰

越

金の原資となります。

区分／市の歳入科目 2018年度 増減 2019年度

給　　　料 21万1千円
（70.0%）

➡ 20万1千円
（66.8%）

うち基本給
市税、分担金・負担金、使用料・手数料、諸収入 8万3千円 ➡ 7万9千円

うち諸手当、期末手当
地方交付税（※1）、地方譲与税、各種交付金 12万8千円 ➡ 12万2千円

親からの仕送り
国庫支出金、県支出金

4万5千円
（15.3%）

扌 4万9千円
（16.4%）

臨時収入
財産収入、寄附金

3千円
（1.0%）

扌 ６千円
（2.0%）

預貯金の取り崩し
基金繰入金

1万2千円
（3.9%）

➡ 1万円
（3.2%）

前年の残金
繰越金

6千円
（2.2%）

扌 １万2千円
（4.2%）

借　　　金
市債

2万3千円
（7.6%）

➡ 2万2千円
（7.4%）

合　　計 30万円
（100.0%）

30万円
（100.0%）

区分／市の歳出科目 2018年度 増減 2019年度

食費
人件費

4万9千円
（16.2%）

➡ 4万7千円
（15.6%）

光熱費などの生活費
物件費、補助費等

8万5千円
（28.5%） ➡ 8万5千円

（28.2%）

家族の医療費
扶助費

4万3千円
（14.4%） ➡ 4万3千円

（14.4%）

車や家具の修理費
維持補修費

2千円
（0.6%） ➡ 2千円

（0.6%）

子どもたちへの仕送り
他会計繰出金

2万2千円
（7.2%） ➡ 2万2千円

（7.3%）

家の増改築など
投資的経費

3万3千円
（11.2%）

扌 4万円
（13.3%）

貯金など
積立金、貸付金、投資及び出資金

1万円
（3.3%）

扌 1万1千円
（3.7%）

借金返済
公債費

4万3千円
（14.3%）

➡ 4万1千円
（13.8%）

手持ち額（※2）

繰越財源
1万3千円

（4.3%）
➡ 9千円

（3.1%）

合　　計 30万円
（100.0%）

30万円
（100.0%）

収 入 支 出

本会議での
　反対・賛成討論

　令和元年度一般会計決算額は歳入が約
486億8,676万円で、歳入歳出差引額は約
14億9,298万円（うち繰越財源は約2億
5,300万円）です。
　これを年収360万円（月額30万円）の家
計に例えてみました。

毎月9,000円
が黒字に！

しかし、前年より額は減少

令
和
元
年
度〝
決
算
〟

　

 
年
収
360
万
円
の

�
わ
が
市や

の
家
計
簿  
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賛成多
数

賛成多
数

可決可決
反　対

反　対

賛　成

賛　成

─超過課税─

共産党あおぞら議員

共産党あおぞら議員

超
過
課
税
は
や
め
る
べ
き

　
市
民
税
と
固
定
資
産
税
に
超

過
課
税
が
課
さ
れ
て
い
る
が
、

個
人
市
民
税
に
超
過
課
税
を
課

し
て
い
る
の
は
全
国
で
も
ま
れ

な
状
況
。
市
民
の
暮
ら
し
の
困

難
を
無
視
す
る
よ
う
な
課
税

は
、
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
部
の
利
用
で
あ
り
見
直
し
を

　
一
部
の
市
民
の
み
利
用
さ
れ

て
い
る
補
助
金
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
が
な
い
以
上
、
見
直
し

の
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

とよおか市民クラブ議員

とよおか市民クラブ議員

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

　
超
過
課
税
は
、
都
市
計
画
税

の
廃
止
に
伴
う
代
替
財
源
と
し

て
議
会
で
認
め
て
き
た
も
の

で
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
。
個
人
市
民
税
の
超
過
課

税
は
、
ウ
エ
ー
ト
は
低
い
が
大

事
な
財
源
で
あ
る
。

東
京
直
行
便
の
た
め
に
も
適
切

　
但
馬
空
港
は
、
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
東
京
直

行
便
の
実
現
に
向
け
て
も
、
補

助
金
は
適
切
な
予
算
執
行
で
あ

る
。

─空港利用補助金─

令和元年度
一般会計決算認定

（第119号議案）

本会議での
　反対・賛成討論

一般会計補正予算（第８号）
　ＥＡＴ豊岡は売れ行きが好調で、使用期間が延長さ

れたが、一部で発覚した不正利用について、内部で十
分精査されるなど再発防止の徹底に努められたい。

一般会計決算
　外国人住民に関する調査研究は評価できる。
小さな世界都市を目指す市として、市内居住

の外国人の生活実態を把握
し、市民間の交流が一層進
むよう取り組まれたい。

　分譲宅地売却価格の見直
しを検討されているが、民

間活力の利用や他部署と連携
して移住者向けに方策を講

じるなど、早期売却に
努められたい。

意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は「○」、反対は「×」、棄権・除斥等は「―」、議長は採決に加わらないので「／」、欠席は「欠」で表示しています。

会 派 名 新風とよおか とよおか市民クラブ ひかり
日本共産党・
あおぞら豊岡
市会議員団

豊岡市
議会公
明党

豊
岡
維
新
の
会 審

議
結
果

議 員 名

議 案 名 等

浅
田　
　
徹

上
田　
倫
久

岡
本　
昭
治

関
貫
久
仁
郎

木
谷　
敏
勝

清
水　
　
寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

伊
藤　
　
仁

井
上　
正
治

嶋
﨑　
宏
之

椿
野　
仁
司

福
田　
嗣
久

松
井　
正
志

青
山　
憲
司

足
田　
仁
司

西
田　
　
真

上
田　
伴
子

奥
村　
忠
俊

村
岡　
峰
男

芦
田　
竹
彦

竹
中　
　
理

石
津　
一
美

第119号議案　令和元年度豊岡市一
般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 認

定
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浅
　
田
　
　
　
徹
（
7
ペ
ー
ジ
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

●�

豊
岡
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
整

備
の
推
進

●
防
災
・
減
災
の
推
進

●
農
業
施
策
の
推
進

　
岡
　
本
　
昭
　
治
（
7
ペ
ー
ジ
）

●�

ア
イ
テ
ィ
と
子
育
て
支
援
総
合
拠

点
整
備

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
ま
ら
な
い
な
か
で
開
催
さ
れ
る

豊
岡
演
劇
祭
2
0
2
0
を
含
む
文

化
芸
術
活
動

●�

一
般
財
団
法
人　

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の
活
用

　
井
　
上
　
正
　
治
（
8
ペ
ー
ジ
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

●
防
災
・
減
災
対
策

●�
ア
イ
テ
ィ
4
階
フ
ロ
ア
の
取
得
と

子
育
て
支
援
総
合
拠
点
等
の
整
備

●
諸
課
題

伊
　
藤
　
　
　
仁
（
8
ペ
ー
ジ
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響

●
職
員
・
教
職
員
の
労
働
管
理

　
福
　
田
　
嗣
　
久
（
9
ペ
ー
ジ
）

●
ア
イ
テ
ィ
４
階
フ
ロ
ア
取
得

青
　
山
　
憲
　
司
（
9
ペ
ー
ジ
）

●
決
算
並
び
に
長
期
財
政
見
通
し

●
ア
イ
テ
ィ
豊
岡
都
市
開
発
㈱
関
連

●�

子
育
て
支
援
拠
点
・
生
涯
学
習
サ

ロ
ン
等
整
備
事
業

●
自
主
防
災
組
織
等

土
生
田
　
仁
　
志
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
豊
岡
市
教
育
の
安
心
安
全

●
地
方
創
生

●
防
災
行
政

竹
　
中
　
　
　
理
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

●
市
長
総
括
説
明
か
ら

●
決
算

　
　奥

　
村
　
忠
　
俊
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

●
ア
イ
テ
ィ
の
再
建

●
公
立
豊
岡
病
院
組
合

上
　
田
　
倫
　
久
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
財
政
の
危
機

●
豊
岡
市
の
活
性
化

●
防
災
・
減
災

●�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
（
教
育
分

野
）

　
松
　
井
　
正
　
志
（
12
ペ
ー
ジ
）

●
公
金
支
出
の
あ
り
方

●
ア
イ
テ
ィ
4
階
フ
ロ
ア
の
購
入

●�

ア
イ
テ
ィ
豊
岡
都
市
開
発
㈱
の
支

援
や
生
涯
学
習
サ
ロ
ン

清
　
水
　
　
　
寛
（
12
ペ
ー
ジ
）

●�

第
三
セ
ク
タ
ー
、
指
定
管
理
者
制

度
と
市
政
の
方
針

●�

2
0
1
9
年
度
決
算
と
自
主
財
源

の
あ
り
方

　
田
　
中
　
藤
一
郎
（
13
ペ
ー
ジ
）

●
豊
岡
市
の
教
育

●�

豊
岡
市
長
期
財
政
見
通
し
と
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
豊
岡
市
経
済
活
性

化
西
　
田
　
　
　
真
（
13
ペ
ー
ジ
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

●
中
学
生
の
登
下
校
中
の
安
全
対
策

●
国
勢
調
査

●
マ
ダ
ニ
感
染
症

●
消
防
行
政

足
　
田
　
仁
　
司
（
14
ペ
ー
ジ
）

●
コ
ロ
ナ
偏
見
（
差
別
）
対
策

●
上
下
水
道
の
未
来

　
上
　
田
　
伴
　
子
（
14
ペ
ー
ジ
）

●
教
育

●�

ア
イ
テ
ィ
４
階
取
得
と
生
涯
学
習

サ
ロ
ン
、
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

の
移
転

　
芦
　
田
　
竹
　
彦
（
15
ペ
ー
ジ
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

●
防
災
・
減
災
対
策

●
補
正
予
算

村
　
岡
　
峰
　
男
（
15
ペ
ー
ジ
）

●
令
和
元
年
度
決
算

●
ア
イ
テ
ィ
４
階
買
収

●
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

●
治
水

一
般
質
問
に
18
人

9
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
　　インターネットで
　　　　ご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会のよう
すをライブ中継と
録画中継で映像配
信しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

スマートフォンで
も定例会のライブ
中継を配信！

※
こ
こ
に
掲
載
す
る
質
問
・
答
弁
は
、
9
月
7
日
～
10
日
の
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
・
対
応
策
等
、

　
日
々
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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■一般質問

答
最
も
重
要
な
点
は
、
市
街
地
に
人
を
呼
び
込
む
こ
と

市
街
地
活
性
化
の
大
切
な
と
こ
ろ
は

新風とよおか
岡本　昭治 議員

新風とよおか

答
都
市
政
策
上
の
危
機
管
理
と
し
て
対
応

ア
イ
テ
ィ
問
題
で
政
策
説
明
が
な
い
が

ア
イ
テ
ィ
と
子
育
て
支

援
総
合
拠
点
整
備
事
業

問　
ア
イ
テ
ィ
と
子
育
て
総

合
拠
点
整
備
が
豊
岡
市
公
共

施
設
再
編
計
画
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か

答　
目
指
す
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
に
実
施
す
る
新
規

事
業
の
や
り
方
を
十
分
に
検

討
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ

れ
に
加
え
て
、
既
存
事
業
の

見
直
し
に
よ
っ
て
吸
収
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
ア
イ
テ
ィ
子
育
て
支
援

総
合
拠
点
整
備
が
中
心
市
街

地
活
性
化
に
果
た
す
役
割
は

答　
子
育
て
支
援
総
合
拠
点

や
生
涯
学
習
拠
点
な
ど
、
複

合
的
な
機
能
を
加
え
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
施
設
を
利
用

し
て
こ
な
か
っ
た
新
た
な
層

の
利
用
の
増
加
に
加
え
、
近

隣
周
辺
市
町
か
ら
も
人
を
呼

び
込
む
可
能
性
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

問　
施
設
活
用
の
中
心
と
な

る
お
母
さ
ん
方
へ
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
意
見
を
聴
取

す
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
が

答　
子
育
て
支
援
総
合
拠
点

等
の
整
備
構
想
を
策
定
す
る

中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

必
要
性
も
含
め
て
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
活
用

問　
過
去
に
助
成
を
受
け
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
評
価
は

答　
活
動
に
必
要
な
備
品
等

が
購
入
で
き
、
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
進
め
よ
う
と
す
る
の
か

答　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に

と
っ
て
有
利
な
財
源
な
の
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
部

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。　

浅田　　徹 議員

問　
市
は
、
ア
イ
テ
ィ
4
階

フ
ロ
ア
の
取
得
を
、
さ
と
う

の
経
営
悪
化
や
駐
車
料
金
等

を
強
調
し
て
説
明
し
て
い
る

が
、
ビ
ル
の
建
設
は
都
市
計

画
・
駅
前
再
開
発
事
業
と
し

て
、
歴
代
の
3
市
長
が
引
き

継
ぎ
、
豊
岡
中
心
市
街
地
の

核
と
し
て
完
成
さ
せ
、
こ
の

ビ
ル
を
中
心
に
、
駅
東
西
連

絡
道
、
駅
西
の
3
地
区
の
区

画
整
理
、
駅
前
の
5
差
路
や

一
方
通
行
の
解
消
、
そ
し
て

市
街
地
北
部
へ
の
幹
線
道
路

整
備
等
、
全
て
都
市
計
画
事

業
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ビ
ル
の
愛
称
が
公
募
で

愛
と
シ
テ
ィ
の
造
語
で
ア
イ

テ
ィ
に
決
定
し
た
こ
と
を
見

て
も
、
市
の
将
来
を
見
据
え

た
、
市
民
挙
げ
て
の
事
業
で

あ
っ
た
こ
と
が
一
切
説
明
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
百
貨

店
か
ら
公
共
公
益
性
を
持
っ

た
複
合
施
設
と
し
て
の
活
用

策
や
、
い
ず
た
や
跡
地
の
公

園
・
緑
地
に
よ
る
異
年
齢
の

交
流
や
防
災
面
か
ら
の
都
市

政
策
を
勘
案
し
た
説
明
責
任

を
果
た
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か

答　
指
摘
の
と
お
り
、
ア
イ

テ
ィ
は
単
独
で
な
く
、
東
西

連
絡
道
や
駅
の
橋
上
化
を
含

め
た
一
体
計
画
の
中
で
、
市

の
商
業
機
能
と
都
市
機
能
を

向
上
さ
せ
て
豊
岡
自
身
の
求

心
力
を
高
め
る
た
め
に
な
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
き
っ
か

け
は
、
さ
と
う
の
経
営
上
の

問
題
だ
が
、
影
響
は
市
の
都

市
政
策
の
核
心
に
関
わ
り
、

大
問
題
を
起
こ
さ
せ
な
い
た

め
の
危
機
管
理
の
対
応
と
し

て
考
え
、
子
育
て
支
援
と
い

う
大
き
な
行
政
課
題
を
、
こ

の
際
一
気
に
前
に
進
め
た
い
。

問　
市
は
、
想
定
最
大
規
模

の
水
害
に
対
し
て
、
高
台
避

難
所
を
提
示
す
る
責
務
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か

答　
豊
岡
は
、
但
馬
空
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
利
用
の
調
整
を
進

め
て
い
る
。
竹
野
は
、
別
の

安
全
な
場
所
を
案
内
す
る
。

　

アイティを核とした街づくり
は、但馬の中核都市として、
高規格道路の整備等交通
ネットワーク上でも恩恵

を受けている。

議員のひとこと

コミュニケーション能力とは、対等な
関係の中で自分を主張し、他者を理解で
きる能力。議会活動のなかで一番必要

な能力かもしれない。

議員のひとこと

魅力ある学習・子育て・交流の場を！
（アイティといずたや跡地）

まちの顔としてのアイティ
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■一般質問

問　
G
o
T
o
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
利
用
し
た
市
内
需
要
の

盛
り
上
が
り
、
ま
た
市
内
で

G
o
T
o
を
利
用
し
た
観
光

客
の
現
状
は
い
か
が
か

答　
本
市
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
城
崎
温
泉
宿
泊
の
外
湯

入
浴
者
数
は
、
前
年
比
で
７

月
が
39
・
５
%
の
減
、
８
月

は
32
・
７
%
の
減
と
全
体
的

に
回
復
し
て
い
る
傾
向
に
あ

る
が
、
当
初
期
待
し
て
い
た

ほ
ど
の
効
果
は
上
が
っ
て
い

な
い
現
状
で
あ
る
。

問　
Sス
テ

イ

T
A
Y
、
Eイ
ー

ト
A
T
、

Bバ
イ
U
Y
豊
岡
で
地
元
企
業
を

応
援
し
、
多
く

の
経
済
効
果
を

生
み
出
し
て
い

る
が
市
内
企
業

の
景
気
動
向
に

つ
い
て
、
現
状

は
ど
う
か

答　
豊
岡
市
経

済
連
絡
会
議
に
お
い
て
４
月

か
ら
６
月
期
の
業
績
は
、
全

業
種
で
前
の
四
半
期
と
比
較

し
て
悪
化
し
て
い
る
。
特
に

製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
強
い
影
響
を

受
け
、
７
月
か
ら
９
月
期
も

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
と
の
見
通

し
が
出
さ
れ
て
い
る
。

問　
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員
等
、

市
内
で
の
雇
い
止
め
に
つ
い

て
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か

答　
各
事
業
者
が
雇
用
調
整

助
成
金
な
ど
を
活
用
し
、
従

業
員
の
雇
用
を
守
っ
て
い
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
管
内
で

の
解
雇
や
雇
い
止
め
は
極
め

て
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　
但
馬
漁
協
津
居
山
支
所

で
は
７
月
に
外
国
人
実
習
生

が
３
年
間
の
実
習
を
終
え
て

国
へ
帰
ら
れ
た
と
聞
く
。
カ

ニ
の
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
実
習

生
の
受
け
入
れ
に
目
途
が
立

た
な
い
も
の
か
、
そ
の
見
通

し
は
い
か
が
か

答　
今
年
度
、
10
名
実
習
生

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て

入
国
で
き
な
い
。
今
の
と
こ

ろ
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。

答
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
の
効
果
は
上
が
っ
て
い
な
い

Gゴ
ー
ト
ゥ
ー

o
T
o
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
利
用
状
況
は

とよおか市民クラブ
伊藤　　仁 議員

ア
イ
テ
ィ
４
階
フ
ロ
ア
取
得

問　
今
回
の
フ
ロ
ア
取
得
と

整
備
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か

答　
さ
と
う
に
と
っ
て
は
自

身
の
経
営
問
題
、
市
は
都
市

経
営
上
の
危
機
お
よ
び
子
育

て
支
援
の
行
政
課
題
の
対
処

で
あ
る
。
一
気
に
子
育
て
支

援
の
充
実
が
進
み
商
業
に
も

プ
ラ
ス
に
な
る
。
一
方
、
フ

ロ
ア
取
得
、
整
備
費
用
、
駐

車
場
・
管
理
費
の
負
担
金
、

固
定
資
産
税
減
が
あ
る
。
た

だ
、
施
策
へ
の
必
要
コ
ス
ト

と
考
え
る
。
合
意
案
が
破
綻

し
た
場
合
の
影
響
額
は
、
施

設
整
備
す
る
額
に
匹
敵
し
、

む
し
ろ
プ
ラ
ス
と
な
る
。

問　
建
物
は
23
年
経
過
。
大

型
修
繕
と
財
政
へ
の
影
響
に

対
す
る
考
え
は
ど
う
か

答　
大
型
修
繕
は
ア
イ
テ
ィ

管
理
組
合
法
人
の
修
繕
積
立

金
と
市
の
一
時
金
で
の
対
応

と
な
る
。

感
染
予
防
対
策
の
方
向
性

問　
新
型
コ
ロ
ナ
・
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
症

予
防
対
策
へ
の
再
認
識
は
ど

う
か

答　
３
密
（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）
を
避
け
る
、
手
指
消

毒
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着

用
に
尽
き
る
。
P
C
R
検
査

を
希
望
に
よ
っ
て
受
け
る
医

療
機
関
は
豊
岡
市
内
に
な
い
。

ま
た
、
重
症
化
し
や
す
い
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
予
防
接
種
を
実
施
。

問　
教
育
関
係
の
６
月
以
降

の
学
習
や
学
校
生
活
の
現
状

は
ど
う
か

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
５
月
、

７
月
に
実
施
し
比
較
。
怖
く

て
落
ち
着
か
な
い
、
体
の
調

子
が
悪
か
っ
た
り
す
る
項
目

は
増
加
、
宿
題
や
勉
強
す
る

時
間
を
決
め
て
や
る
項
目
は

減
少
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
自

分
の
将
来
、
暑
さ
に
よ
る
疲

労
、
人
間
関
係
、
家
庭
環
境

の
変
化
な
ど
心
と
体
の
両
面

か
ら
ケ
ア
が
必
要
。
関
係
機

関
が
緊
密
に
連
携
し
、
個
に

応
じ
た
対
応
を
進
め
て
い
る
。

答
10
年
20
年
持
つ
よ
う
な
形
の
仕
組
み
を
作
る

ア
イ
テ
ィ
４
階
フ
ロ
ア
取
得
の
課
題

とよおか市民クラブ
井上　正治 議員

EAT豊岡は8万セット
が完売となり利用期間が
年内に延長されました。

しっかり飲食店を応
援しましょう。

議員のひとこと

感染症予防に努めましょう

効果を期待する
GoToキャンペーン
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■一般質問

とよおか市民クラブ

ひかり

福田　嗣久 議員

青山　憲司 議員

問　
民
間
営
利
企
業
に
公
金

を
投
入
す
る
基
本
的
な
考
え

方
と
判
断
基
準
は
ど
う
か

答　
さ
と
う
の
経
営
問
題
で

あ
る
が
公
金
投
入
が
公
益
に

資
す
る
か
で
判
断
。
目
の
前

で
大
火
事
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
火
を
消
す
こ
と

は
当
然
の
こ
と
だ
。

問　
豊
岡
店
51
億
円
の
累
積

赤
字
、
今
年
度
も
２
億
６
千 

万
円
の
赤
字
を
強
調
。
し
か

し
グ
ル
ー
プ
で
は
9
3
9
億

円
の
売
上
、
経
常
利
益
24 

億
８
千
万
円
。
立
派
な
黒
字

決
算
が
続
い
て
い
る
。
減
損

処
理
も
含
め
た
さ
と
う
の
自

助
努
力
が
先
で
は
な
い
か

答　
減
損
処
理
を
採
用
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
自
助

努
力
は
さ
れ
て
い
る
が
、
駐

車
料
金
の
負
担
が
大
き
く
赤

字
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

問　
平
成
14
年
の
資
料
で
駐

車
料
金
負
担
に
関
し
て
経
営

の
安
定
的
継
続
を
前
提
に
７

者
で
見
直
す
こ
と
が
で
き
る

と
あ
り
、
ま
ず
は
７
者
で
協

議
し
ア
イ
テ
ィ
都
市
開
発
は

収
支
改
善
の
最
大
努
力
を
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

答　
金
融
機
関
を
巻
き
込
む

こ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
悪
い
影

響
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
さ

と
う
側
か
ら
３
者
で
折
り
合

い
を
と
提
案
が
な
さ
れ
た
。

問　
ア
イ
テ
ィ
都
市
開
発
の

改
善
も
で
き
る
と
考
え
る
。

赤
字
赤
字
と
さ
と
う
の
言
い

分
だ
け
聞
く
の
で
な
く
客
観

的
に
分
析
を
し
て
改
善
す
る

問
題
で
は
な
い
の
か
。
金
利

を
０・
５
%
下
げ
て
も
全
く

効
果
な
し
と
言
う
が
、
市
民

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
努
力

が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　
金
融
機
関
を
巻
き
込
ん

で
金
利
を
下
げ
た
り
借
入

期
間
の
延
長
で
は
４
階
フ

ロ
ア
を
買
わ
な
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
金

利
の
１
%
、０・５
%
引
き

下
げ
は
さ
と
う
が
求
め
て

い
る
駐
車
料
金
の
引
き
下

げ
幅
か
ら
見
た
ら
微
々
た

る
も
の
で
あ
る
。
金
融
機

関
も
一
緒
に
協
議
と
い
っ

た
と
こ
ろ
、
さ
と
う
側
が

急
に
折
れ
て
き
た
の
で
一

気
に
妥
結
さ
せ
た
。

答
豊
岡
市
都
市
経
営
上
の
危
機
へ
の
対
処
で
妥
当
だ

ア
イ
テ
ィ
4
階
フ
ロ
ア
取
得
の
妥
当
性

答
㈱
さ
と
う
が
「
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
嫌
っ
た

金
融
機
関
の
合
意
は
取
れ
て
い
る
の
か

問　
平
成
14
年
当
時
、
三
セ

ク
会
社
再
建
に
関
わ
っ
た
債

権
者
で
あ
る
金
融
機
関
の
今

回
の
三
者
合
意
に
対
す
る
了

承
は
取
れ
て
い
る
か
。
そ
の

証
左
は
ど
う
か

答　
６
月
23
日
金
融
機
関
を

巻
き
込
む
協
議
を
提
案
し
た

が
、
㈱
さ
と
う
が
「
金
融
機

関
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
」
と
非
常
に
嫌
っ
た
。
三

者
合
意
は
内
諾
を
得
て
い
る
。

問　

豊
岡
市
が
支
払
う
7

階
の
駐
車
料
金
が
、
当
初

は
6
0
0
万
円
だ
っ
た
が

1
0
5
0
万
円
に
増
加
し
て

い
る
。
増
額
理
由
と
根
拠
は

ど
う
か

答　

当
初
、
7
階
の
利
用

者
は
、
類
似
施
設

か
ら
推
定
し
約
40

台
と
し
て
い
た
が
、

2
0
1
0
年
当
時
の

使
用
状
況
か
ら
最
大

1
日
平
均
約
94
台
で

あ
り
、
他
の
出
店
者

か
ら
不
公
平
と
指
摘

さ
れ
、
実
利
用
相
当

額
と
し
た
。

問　
駐
車
料
金
の
算
出
根
拠

が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
り
不
信
感

を
抱
く
。
㈱
さ
と
う
と
他
の

店
舗
の
料
金
を
比
較
し
、
ど

う
評
価
す
る
の
か

答　
4
階
購
入
に
あ
た
り
、

他
の
出
店
者
と
公
平
な
料
金

負
担
が
基
本
的
な
考
え
方
だ
。

金
額
的
な
精
査
が
必
要
だ
。

問　
子
育
て
支
援
拠
点
を
7

階
か
ら
4
階
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
お
母
さ
ん
方
か
ら
の

声
は
あ
っ
た
の
か

答　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
4
階
に
と
い
う
声
が
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
と
い
う

議
論
の
中
で
当
局
案
と
し
て

出
て
き
た
も
の
だ
。

問　
今
回
の
ア
イ
テ
ィ
駐
車

料
金
の
見
直
し
と
4
階
フ
ロ

ア
の
買
収
は
、
事
前
に
議
会

へ
の
報
告
が
あ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か

答　
議
会
へ
の
報
告
が
遅
く

な
っ
た
こ
と
は
申
し
訳
な
い
。

早
い
時
点
で
報
告
す
る
と
利

用
者
等
に
大
き
な
不
安
が
先

走
る
と
予
想
さ
れ
、
㈱
さ
と

う
に
対
す
る
配
慮
が
い
る
と
、

間
合
い
を
計
っ
て
い
た
。

㈱さとうが撤退す
ることを誰も望
んでいない。

議員の
ひとこと

郊外に広がる商業域

郊外への大型量販店の出店に伴い
大きな影響を受けるアイティ
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■一般質問

問　
特
別
定
額
給
付
金
の
申

込
期
限
は
終
了
し
て
い
る
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
か
ら

生
ま
れ
る
新
生
児
に
対
し
て

給
付
の
対
象
に
し
て
は
ど
う

か答　
不
公
平
感
は
現
に
あ
り

独
自
に
対
象
に
し
て
い
る
市

町
の
存
在
も
承
知
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
初
期
の
混
乱
し

た
事
態
で
あ
れ
ば
妥
当
だ
と

思
う
が
、
本
市
と
し
て
は
本

当
に
困
っ
て
い
る
人
に
支
援

を
集
中
し
た
い
。
本
市
の

独
自
施
策
で
あ
る
児
童

扶
養
手
当
・
就
学
援
助

費
受
給
者
に
対
す
る
緊

急
支
援
給
付
金
支
援
事

業
、
3
万
円
の
給
付
だ

が
、
基
準
日
以
後
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
対
象

外
な
の
で
、
今
回
の
質

問
を
受
け
て
改
め
て
課

題
だ
と
認
識
し
た
。
宿

題
と
し
た
い
。

問　
農
業
者
に
対
し
て
の
持

続
化
給
付
金
は
現
在
も
受
付

中
。
国
は
法
人
登
録
し
て
い

な
い
、
い
わ
ゆ
る
み
な
し
法

人
へ
の
給
付
は
対
象
外
。
し

か
し
税
務
署
に
は
法
人
番
号

も
あ
り
、
確
定
申
告
し
法
人

税
、
住
民
税
も
納
付
し
て
い

る
。
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
理

解
に
苦
し
む
。
国
の
制
度
の

漏
れ
で
あ
る
。
国
が
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
市
独
自
で
補

助
金
制
度
を
作
る
べ
き
だ

答　
国
会
で
も
議
論
さ
れ
て

い
る
。
国
は
是
正
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
う
え
で
国
が
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
自
治
体

の
出
番
だ
と
考
え
る
。

こ
ど
も
食
堂
支
援

問　
今
回
こ
ど
も
食
堂
が
予

算
化
さ
れ
嬉
し
く
思
う
が
支

援
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
事
業

者
有
志
が
ひ
と
り
親
家
庭
に

弁
当
の
配
給
を
実
施
。
多
く

の
利
用
と
感
謝
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。
問
題
意
識
を
強
く

持
ち
事
務
方
へ
検
討
を
指
示

し
実
施
に
至
っ
た
。

何
回
目
の
計
画
変
更
か

問　
生
涯
学
習
サ
ロ
ン
は
駅

前
市
街
地
の
活
性
化
の
狙
い

で
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を

経
て
、
で
き
る
寸
前
ま
で
来

て
い
た
。
今
回
ま
た
設
置
の

変
更
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
改
め
て
駅
前
市
街
地

活
性
化
に
向
け
た
生
涯
学
習

サ
ロ
ン
に
対
す
る
考
え
方
と

方
向
性
は
ど
う
か

答　
活
動
拠
点
を
中
心
市
街

地
に
移
す
こ
と
で
、
利
用
者

の
利
便
性
と
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
。
高

齢
者
の
生
き
が
い
創
造
の
観

点
か
ら
健
康
対
策
と
し
て
も

有
効
で
あ
る
。

問　
商
業
施
設
ア
イ

テ
ィ
は
生
涯
学
習
サ

ロ
ン
や
子
育
て
支
援

策
を
入
れ
て
経
営
が

成
り
立
つ
の
か
。
こ

の
整
備
で
流
れ
の
止

ま
ら
な
い
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
、

本
当
に
商
業
機
能
を

い
か
し
た
復
活
が
で

き
る
の
か

答　
4
階
の
取
得
に

当
た
っ
て
何
を
整
備

す
べ
き
か
と
考
え

た
と
き
に
、
課
題
と

な
っ
て
い
た
子
育
て

の
屋
内
施
設
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
創
生
の
一
助
に

な
る
と
考
え
た
。
４
階
の
整

備
は
確
か
に
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
逆
に
言
う
と
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
は
こ
う
い
っ
た
も
の

で
、
基
本
的
に
も
う
け
て
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も

の
で
は
な
い
。
子
育
て
支
援
、

発
達
障
害
児
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
、
こ
れ
か
ら
作
る
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ラ
ン
に
相
応
す
る

対
価
と
し
て
考
え
て
い
る
。

市
は
子
育
て
支
援
に
力
を
い
れ
る
の
か

新風とよおか

豊岡市議会公明党

土生田　仁志 議員

竹中　　理 議員

ア
イ
テ
ィ
4
階
買
取
り
と
学
習
サ
ロ
ン

答
利
用
者
の
利
便
性
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化

答
子
ど
も
の
育
ち
を
さ
ら
に
支
援
し
、
力
を
入
れ
る

総事業費
約7億2千万円

高いな。

議員のひとこと

今議会中に、就学援助費受
給世帯等新生児臨時特別給付
金事業の発表があり、6月1日

以降に出生した新生児も給
付対象となりました。

議員のひとこと

早くできないかな、みんなで遊びたいな

こども食堂で広がる思いやりの輪
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■一般質問

問　
10
年
先
を
見
通
し
た
長

期
財
政
で
歳
入
面
で
は
ど
う

な
る
の
か
。
市
税
は
人
口
減

少
、
高
齢
化
に
よ
り
将
来
に

向
け
て
減
少
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
普

通
交
付
税
は
本
市
の
歳
入
の

3
分
の
1
以
上
を
占
め
て
い

る
が
、
合
併
市
町
村
に
対

す
る
特
別
措
置
は
段
階
的

に
縮
小
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
2
0
2
0
年
度
、
21
年

度
の
２
か
年
で
さ

ら
に
約
５
億
円
減

少
す
る
ベ
ク
ト
ル

が
動
く
。
19
年
８

月
に
更
新
し
た
32

年
度
ま
で
の
豊
岡

市
長
期
財
政
見
通

し
で
は
、
19
年
度

以
降
は
赤
字
に
転

じ
、
32
年
度
ま
で

に
は
65
億
の
一
般

財
源
が
不
足
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

赤
字
の
事
態
が
見
通
し
期
間

中
継
続
し
、
発
生
す
る
危
機

的
な
状
況
を
予
測
し
て
い
る
。

今
後
、
ど
う
す
る
の
か

答　
本
年
度
策
定
し
た
長
期

財
政
見
通
し
で
は
、
20
年
度

か
ら
29
年
度
ま
で
の
10
年
間

の
見
通
し
と
し
て
い
る
。
長

期
財
政
見
通
し
に
お
け
る
歳

入
全
体
は
、
29
年
度
に
は
19

年
度
と
比
較
し
て
43
・
８
億

円
減
収
す
る
見
込
み
と
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
自
主
財

源
で
あ
る
市
税
収
入
は
、
人

口
減
少
と
と
も
に
穏
や
か
に

減
収
す
る
見
込
み
で
、
29
年

度
に
は
、
19
年
度
と
比
較
し

て
８・
６
億
円
の
減
収
を
見

込
ん
で
い
る
。
地
方
交
付
税

は
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
え
の
終
了
等
に
よ
り
29
年

度
に
は
19
年
度
と
比
較
し
て

14
・
６
億
円
の
減
収
を
見
込

ん
で
い
る
。
歳
入
の
減
収
に

対
し
て
は
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
地
方

創
生
事
業
で
人
口
減
少
対
策

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
検
査
が
開
業
医
で
で

き
れ
ば
、
重
症
化
ま
で
に
治

療
が
可
能
だ
。
検
討
し
た
こ

と
が
あ
る
か

答　
P
C
R
検
査
は
県
の
仕

事
。
体
制
構
築
に
は
豊
岡
健

康
福
祉
事
務
所
、
病
院
、
医

師
会
な
ど
と
の
議
論
が
必
要

だ
。
課
題
も
あ
る
が
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　
感
染
者
へ
の
い
じ
め
な

ど
深
刻
な
問
題
が
あ
る
。
対

応
は
。
ど
う
考
え
る
の
か

答　
市
の
放
送
や
広
報
を
通

じ
、
感
染
者
に
対
す
る
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、

丁
寧
に
啓
発
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
学
校
で
も
指
導
し
て

い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
は
差

別
や
偏
見
は
い
け
な
い
と
分

か
り
な
が
ら
も
、
誰
も
が
マ

ス
ク
を
着
け
、
終
わ
り
が
見

え
な
い
こ
と
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
。
立
場
が
変
わ
れ
ば

悲
し
い
こ
と
で
あ
り
、
偏
見

や
い
じ
め
、
差
別
が
人
間
的

に
ど
う
だ
ろ
う
か
と
投
げ
か

け
て
い
る
。
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　

ア
イ
テ
ィ
に
お
け
る

「
さ
と
う
」は
開
業
以
来
赤
字
。

市
は
4
階
フ
ロ
ア
の
購
入
と

駐
車
料
大
幅
値
下
げ
の
方
向

だ
。一
方
、隣
接
す
る「
旧
い

ず
た
や
」
跡
地
を
取
得
し
高

齢
者
施
設
を
造
る
計
画
は
4

階
に
変
更
し
て
い
る
。
市
は

「
さ
と
う
」の
経
営
状
況
を
把

握
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

答　
把
握
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
駐
車
料
の
負
担
が
大
き

く
経
営
圧
迫
の
要
因
に
な
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。

問　
ア
イ
テ
ィ
内
の
他

の
店
舗
か
ら
市
へ
購
入

要
望
が
あ
っ
た
場
合
ど

う
対
応
す
る
の
か

答　

対
応
は
し
な
い
。

今
回
の
対
応
は「
さ
と

う
」を
救
済
す
る
の
で

は
な
い
。
退
店
が
豊
岡

の
都
市
計
画
上
の
大
問

題
。
同
時
に
他
の
個
店

す
べ
て
が
成
り
立
た
な

く
な
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
目
的
だ
。

10
年
先
豊
岡
市
の
財
政
は
、
破
綻
？

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

新風とよおか

奥村　忠俊 議員

上田　倫久 議員

ス
ト
ッ
プ
！
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」‼
︎

答
市
民
の
協
力
で
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
‼︎

答
行
財
政
改
革
を
着
実
に
進
め
る

「旧いずたや」跡
地がたまり場にな

らないか?

議員の
ひとこと

今年生まれた子どもが10歳
になる2030年、豊岡市の人
口は66,319人で13％の減。

豊岡市の財政は破綻して
いないか。心配だ。

議員のひとこと

生涯学習サロン用地として整地した土地は
結局公園に？

2019年度一般会計決算（歳入状況）
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■一般質問

問　
ア
イ
テ
ィ
の
現
状
と
現

在
の
駅
前
再
開
発
の
問
題
を

ど
う
考
え
る
か

答　
都
市
機
能
強
化
の
中
心

部
分
と
し
て
駅
前
再
開
発
が

な
さ
れ
、
ア
イ
テ
ィ
が
で
き

た
。
1
点
目
は
都
市
機
能
を

高
め
、
市
民
の
利
便
性
向
上
。

2
点
目
は
駅
周
辺
の
吸
引
力

を
高
め
、
中
心
市
街
地
活
性

化
を
図
る
。
3
点
目
は
単
に

豊
岡
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、

但
馬
全
体
の
た
め
に
も
都
市

機
能
を
強
化
す
る
と
い
う
目

的
を
持
ち
、
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　
近
年
、
郊
外
の
大
型
店
舗

の
進
出
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い

が
低
下
し
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
中
心
市
街
地
は
最
後

の
拠
点
と
し
て
、
守
り
抜
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
専
門

職
大
学
が
市
内
に
で
き
、
新

し
い
活
力
が
生
ま
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
駅
前
と
の
関
連

を
さ
ら
に
強
め
、
都
市
機
能

を
強
め
る
可
能
性
を
有
し
て

い
る
。
豊
岡
の
活
性
化
を
図

る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

問　
市
も
協
力
す
る
と
い
う

姿
勢
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

ど
う
進
め
て
い
く
か
を
考
え

る
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
る
こ

と
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か

答　
4
階
を
取
得
し
て
、
7

階
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
豊
岡
市
の
行
政
課
題
で

あ
る
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
創
造
、
交
流
の

場
を
整
備
し
て
、
し
っ
か
り

機
能
さ
せ
る
こ
と
が
市

の
責
務
だ
と
思
う
。
そ

の
こ
と
を
前
提
と
し
た

上
で
、
今
後
、
さ
と
う

や
個
々
の
お
店
が
ど
の

よ
う
に
生
か
す
の
か
。

ご
自
身
の
課
題
と
し
て

一
生
懸
命
考
え
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
一
番

大
切
な
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

問　
都
市
的
機
能
を
持
つ
駅

前
の
商
業
ビ
ル
の
倒
産
や
閉

鎖
は
避
け
る
べ
き
。
第
三
セ

ク
タ
ー
へ
の
支
援
に
よ
り
解

決
で
き
な
い
か
。
民
間
企
業

の
経
営
赤
字
補
て
ん
な
ど
に

公
金
を
支
出
す
る
場
合
は
、

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
、
市
民
に
明
ら
か
に
す
る

基
準
な
ど
を
設
け
て
い
る
か

答　
民
間
企
業
の
経
営
赤
字

補
て
ん
な
ど
に
公
金
を
支
出

す
る
場
合
の
基
準
は
な
い
。

問　
市
の
資
料
に
は
、
相
手

側
か
ら
閉
店
を
前
提
に
条
件

を
提
示
さ
れ
、
経
営
支
援
を

求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
市
は
経
営
支
援
を
す
る

約
束
を
し
て
関
係
者
間
の
合

意
が
図
れ
た
と
記
載
さ
れ
て

お
り
、
企
業
支
援
で
あ
る
と

理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か

答　
経
営
支
援
で
は
な
い
。

さ
と
う
が
持
っ
て
い
る
床
を

適
正
な
対
価
で
取
得
す
る
、

通
常
の
契
約
行
為
で
あ
る
。

問　
大
規
模
出
資
者
で
あ
る

市
と
さ
と
う
が
負
担
し
て
金

融
機
関
か
ら
の
借
入
額

を
繰
り
上
げ
償
還
し
、

料
金
体
系
の
変
更
、
負

担
軽
減
な
ど
抜
本
的
改

善
が
図
れ
な
い
か
。
ア

イ
テ
ィ
問
題
は
合
併
前

の
旧
豊
岡
市
が
新
市
に

引
き
継
い
だ
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

解
決
す
る
た
め
に
、
基

金
造
成
し
た
地
域
振
興

基
金
を
活
用
で
き
な
い
か

答　
さ
と
う
は
こ
の
提
案
に

応
じ
な
い
し
、
そ
れ
を
条
件

と
す
れ
ば
今
回
の
合
意
案
は

崩
れ
て
し
ま
う
と
思
う
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
住
民

監
査
請
求
の
例
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
不
動
産
の
取
得

予
算
案
が
議
会
で
可
決
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
会
社
の
赤
字

を
補
て
ん
す
る
た
め
の
も
の

で
、
適
正
な
予
算
の
執
行
で

な
く
、
違
法
で
あ
り
、
執
行

し
た
場
合
は
市
が
損
害
を
被

る
の
で
、
措
置
を
取
れ
と
い

う
監
査
請
求
に
関
す
る
も
の

だ
が
、
こ
の
内
容
は
事
実
か

答　
全
国
的
に
そ
の
よ
う
な

事
例
が
あ
る
こ
と
や
、
例
文

に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ス
に
取
り
組
む
チ
ー
ム
が
必
要

とよおか市民クラブ

新風とよおか

松井　正志 議員

清水　　寛 議員

料
金
体
系
を
抜
本
的
改
善
で
き
な
い
か

答
そ
れ
を
条
件
と
す
る
と
合
意
案
が
崩
れ
て
し
ま
う

答
皆
さ
ん
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
推
移
を
見
守
る

将来に関わる
問題、市民の
みなさんの
声が大事

議員の
ひとこと

アイティは商業施設再建に本質があると
考える。解決には市を含め、施設当事者が今回

をチャンスととらえ、事業に生かそうとする前向きな
姿勢こそ一番大切だと思う。ここまで踏み込ま

ない限り問題はすぐ再発するのではない
かと思う。

議員のひとこと

結論が出ていないのに、
新聞記事には否決の文字もある

どうすれば問題が解決するか。
必死で考えることが大事！

シーサイドマート
ミップル（宮津市）
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■一般質問

E
A
T
豊
岡
の
使
用
期
限

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
、
外
出
自
粛

や
休
業
要
請
な
ど
、
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
飲
食
業

を
応
援
す
る
た
め
の
、
30
％

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
応
援
食
事

券
「
E
A
T
豊
岡
」。
ま
だ

か
な
り
持
っ
て
い
る
方
や
使

え
て
い
な
い
方
も
い
る
の
で
、

使
用
期
限
の
延
長
を
考
え
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　
忘
年
会
等
も
あ
る
し
、

お
手
元
に
券
を
お
持
ち
の
方

も
た
く
さ
ん
い
る
。
よ
く
考

え
て
終
期
を
決
め
た
い
。

ス
マ
ホ
決
済

問　
本
市
本
庁
舎
や
各
振
興

局
の
窓
口
で
、
住
民
票
、
戸

籍
謄
本
、
印
鑑
証
明
等
の
発

行
手
数
料
や
体
育
館
の
使
用

料
等
の
支
払
い
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
（
Q※

R
コ
ー
ド
）
決
済
を

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

答　
本
市
に
お
い
て
も
、
住

民
票
や
体
育
館
使
用
料
等
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
取
り
組

む
の
か
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
も
含
め
既
に
研
究
を

始
め
て
い
る
。

中
学
校
の
ス
マ
ホ

問　
文
部
科
学
省
で
は
、
中

学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

携
帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
ち

込
み
を
原
則
禁
止
か
ら
容
認

す
る
最
終
ま
と
め
を
提
示
し
、

7
月
に
全
国
の
教
育
委
員
会

に
通
知
し
て
い
る
。
条
件
は
、

校
内
で
の
管
理
方
法
の
明
確

化
を
あ
げ
て
い
る
が
、
本
市

の
考
え
方
や
対
応
は
ど
う
か

答　
安
全
対
策
の
面
や
ス
マ

ホ
の
使
用
状
況
を
見
な
が
ら
、

保
護
者
の
意
向
も
踏
ま
え
、

検
討
課
題
と
し
た
い
。

財
政
か
ら
み
た

ア
イ
テ
ィ
整
備
計
画

問　
ア
イ
テ
ィ
を
整
備
し
て

10
年
後
も
大
丈
夫
か
と
の
問

い
に
市
長
は
そ
の
時
に
考
え

れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、長
期
財
政
見
通
し
か
ら
み

る
と
危
険
リ
ス
ク
が
あ
る
が

答　
10
年
後
に
そ
の
こ
と
が

市
に
と
っ
て
大
問
題
で
あ
る

な
ら
そ
の
火
を
消
す
こ
と
に

尽
き
る
。

幼
児
教
育
に
係
る
施
策

と
今
後
の
あ
り
方

問　

幼
稚
園
を
な
く
し
た

後
、
日
本
の

財
政
が
厳
し

く
な
り
無
償

化
を
方
向
転

換
さ
れ
負
担

と
な
っ
た
場

合
、
再
度
公

立
の
幼
稚
園

を
つ
く
る
の
か

答　
制
度
が
変
わ
る
仮
定
に

つ
い
て
、
検
討
や
想
定
は
し

て
い
な
い
。

問　
保
育
園
が
定
員
い
っ
ぱ

い
の
場
合
、
近
く
に
入
園
で

き
ず
10
㎞
以
上
離
れ
た
園
に

な
る
場
合
も
あ
る
が
幼
稚
園

で
は
誰
で
も
受
け
入
れ
が
で

き
る
。
そ
れ
は
文
科
省
の
方

針
。
ま
さ
に
教
育
の
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
だ
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か

答　
で
き
る
だ
け
希
望
の
園

に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

調
整
し
て
い
る
が
、
待
機
児

童
の
状
態
で
は
第
２
希
望
と

な
る
。

「
Ｅ
Ａ
Ｔ
豊
岡
」
の
使
用
期
限
延
長
は

新風とよおか

ひかり

田中　藤一郎 議員

西田　　真 議員

ア
イ
テ
ィ
は
10
年
後
も
大
丈
夫
か
？

答
そ
の
時
に
大
問
題
な
ら
そ
の
火
を
消
す

答
忘
年
会
等
も
あ
る
の
で
よ
く
考
え
終
期
を
決
め
た
い

やはりもっとさまざまな
ことを想定しておく責任
があり、していないこと
自体大きな問題であ

る。

議員のひとこと

　さまざまな事項での
とても重要な協議が抜けてい

る。やはり制度的に子どもたち
の教育を受ける権利確保とし

て公立の幼稚園は存続
すべきである。

議員のひとこと

市は10、20年先まで
しっかりとリスクを考えてお

く責任がある。将来、相当厳
しくなる財政の中で市民負

担がものすごいことに
なる。

議員のひとこと

住民票や印鑑証明
等の発行手数料の

キャッシュレス決済を
本市も導入すべ

きである。

議員のひとこと

登下校中での安全対
策として、学校、保護
者、子どもも含め早
急に議論していた

だきたい。

議員のひとこと

10年間で43.8億も減る
今後の財政は相当厳しい！

12月31日まで使用期限が延びた
「ＥＡＴ豊岡」食事券

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。
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■一般質問

問　
市
内
9
会
場
で
説
明
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
参

加
者
は
少
な
い
。
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
な
い
中
で
、
説
明
会

を
延
期
す
べ
き
だ
が
ど
う
か

答　
当
初
は
4
月
下
旬
か
ら

す
る
予
定
に
し
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
考
え
延
期

し
て
い
た
。
事
前
申
込
制
や

3
密
対
策
な
ど
、
感
染
防
止

対
策
を
実
施
し
た
上
で
開
催

し
た
。
2
0
2
1
年
2
月
に

計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
説
明
会
で
の
意
見

を
受
け
て
、
修
正
の
必
要
が

あ
る
と
判
断
す
る
場
合
は
、

計
画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

問　
今
、
民
間
が
7
割
、
公

立
が
3
割
で
あ
る
。
こ
れ
以

上
の
公
立
潰
し
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か

答　
新
し
く
整
備
す
る
認
定

こ
ど
も
園
は
効
率
的
、
効
果

的
な
行
財
政
確
保
や
私
立
園

の
安
定
し
た
運
営
を
は
か
る

観
点
か
ら
、
財
源
の
容
易
性

の
あ
る
私
立
園
が
望
ま
し
い
。

小
・
中
学
校
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

問　
小
・
中
学
校
の
あ
り
方

意
見
交
換
会
が
予
定
さ
れ
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち

着
か
な
い
中
、
延
期
す
べ
き

だ
が
ど
う
か

答　
収
束
を

待
つ
の
は
い

つ
ま
で
か
わ

か
ら
な
い
の

で
、
感
染
防

止
対
策
を
と

っ
た
上
で
開

催
す
る
こ
と

と
し
た
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
の
学
校
の
役
割
は
重
要
で

あ
る
の
で
、
統
廃
合
に
お
い

て
は
慎
重
の
う
え
に
も
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ど

う
か

答　
学
校
施
設
は
教
育
の
場

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
交

流
の
拠
点
の
役
割
を
も
っ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

し
か
し
学
校
の
受
益
者
は
、

子
ど
も
で
あ
る
の
で
、
保
護

者
や
地
域
の
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
審
議
会
で
学
校

再
編
を
視
野
に
入
れ
た
検
討

を
す
す
め
て
い
く
。

問　
チ
ラ
シ
「
S
T
O
P
!

コ
ロ
ナ
差
別
」
は
何
部
配
布

し
た
の
か

答　
市
民
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど

い
パ
ー
ト
Ⅰ
「
映
画
鑑
賞

会
」
で
61
部
を
配
布
し
た
ほ

か
、
市
役
所
カ
ウ
ン
タ
ー
に

装
備
し
て
い
る
。

問　
S
N
S
や
ネ
ッ
ト
へ
の

う
わ
さ
や
中
傷
書
込
み
の
拡

散
防
止
対
策
は
し
て
い
る
の

か答　
物
理
的
に
防
止
で
き
な

い
た
め
、
放
送
・
市

広
報
・
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
市
民
に
呼

び
掛
け
て
い
る
。

問　
ネ
ッ
ト
上
で
飛

び
交
う
コ
ロ
ナ
差

別
・
障
害
者
差
別
・

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
・

部
落
差
別
等
に
係
る

書
込
み
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
体
制
が
必
要
で

は
な
い
か

答　
先
進
事
例
で
は
、
そ
れ

を
担
当
す
る
職
員
が
、
あ
ま

り
に
汚
い
言
葉
を
見
続
け
て

非
常
に
負
担
が
大
き
く
な
る

た
め
、
交
代
し
て
見
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

問　
小
中
学
生
に
向
け
て
コ

ロ
ナ
差
別
・
偏
見
に
つ
い
て

学
ぶ
特
別
授
業
を
始
め
た
と

聞
く
が
そ
の
内
容
は
ど
う
か

答　
9
月
1
日
か
ら
11
日
の

間
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
3

つ
の
怖
さ
に
つ
い
て
、
そ
の

一
つ
は
病
気
そ
の
も
の
、
2

つ
目
は
不
安
、
3
つ
目
は
感

染
者
に
対
す
る
偏
見
・
差
別

と
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
の
正
体
が
分
か
っ

て
い
な
い
・
見
え
な
い
か
ら

不
安
を
持
つ
。
不
安
解
消
に

目
に
見
え
る
感
染
者
に
偏
見

を
持
ち
差
別
す
る
。
差
別
し

た
側
が
感
染
し
た
時
、
今
度

は
そ
れ
を
隠
そ
う
と
し
て
、

ま
た
病
気
が
拡
が
る
。
こ
れ

ら
は
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と

い
う
授
業
で
あ
る
。

上
下
水
道
の
未
来

問　
将
来
の
市
民
負
担
は
ど

れ
く
ら
い
増
加
す
る
の
か

答　
10
年
後
の
2
0
3
0
年

に
は
全
体
で
、
現
在
よ
り

21
・
3
%
程
度
の
負
担
増
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
下
水
道
は
1
年
後
に
試
算

す
る
予
定
だ
が
、
厳
し
い
状

況
に
な
る
予
測
だ
。

認
定
こ
ど
も
園
は
公
立
で
整
備
を
！

ひかり

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

足田　仁司 議員

上田　伴子 議員

コ
ロ
ナ
偏
見
・
差
別
対
策
は
で
き
た
か

答
チ
ラ
シ
は
61
部
配
布
し
た

答
就
学
前
施
設
は
公
立
、
私
立
と
も
質
は
変
わ
ら
な
い

未知のウイルスより、怖いのは人間
（日本赤十字社HPから引用）

公立園への補助金が
少ないからと、民営化
してしまうのは幼児教
育に対する市の責任

放棄である。

議員のひとこと

市民・保護者から批判の多い
計画案
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写真下の 二次元バーコード で
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■一般質問

問　
元
年
度
決
算
は
、
12
億

円
を
超
え
る
実
質
収
支
額
の

黒
字
だ
。
黒
字
額
を
活
用
し

て
市
民
要
望
の
実
現
を
求
め

る
。
ま
た
、
市
民
税
の
超
過

課
税
は
、
国
内
唯
一
個
人
市

民
税
に
ま
で
課
し
て
い
る
が
、

黒
字
決
算
の
中
で
廃
止
の
検

討
を
求
め
る
。
但
馬
空
港
利

用
補
助
金
は
、
市
民
の
一
部

の
利
用
だ
。
補
助
金
の
是
非

と
、
補
助
率
の
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
、

交
通
安
全
対
策
、
地
域
要
望

な
ど
積
極
的
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。
超
過
課
税
に
つ
い

て
は
、
決
算
に
お
け
る
黒
字

が
、
見
直
し
の
議
論
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
。
超
過

課
税
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
に
見
合
う
多
く
の
事
業
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
予
算
化
で

き
た
。
空
港
利
用
補
助
金
は
、

一
部
の
市
民
を
対
象
と
し
た

制
度
で
は
な
い
。
当
面
こ
の

金
額
で
補
助
を
続
け
て
い
き

た
い
。

ア
イ
テ
ィ
4
階
買
収

問　
さ
と
う
の
要
求
に
よ
る

駐
車
料
金
の
引
き
下
げ
と
4

階
の
買
収
は
さ
と
う
へ
の

経
営
支
援
で
は
な
い
か

答　
さ
と
う
側
か
ら
見
る

と
、
経
営
支
援
を
求
め
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
豊
岡

市
に
と
っ
て
は
、
市
自
体

の
問
題
だ
。
一
つ
の
物
事

が
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
持

つ
こ
と
は
当
然
だ
。

問　
駐
車
料
金
負
担
が
高

い
と
い
う
が
、
再
開
発
計

画
の
段
階
か
ら
駐
車
場
ビ

ル
の
建
設
と
ビ
ル
の
5
階
、

6
階
の
駐
車
場
建
設
で
相
当

高
い
負
担
と
な
る
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
他
店

の
露
天
駐
車
料
金
と
比
較
す

る
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か

答　
駐
車
場
ビ
ル
を
つ
ぶ
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
さ
と

う
は
不
満
は
あ
っ
て
も
18
年

我
慢
し
て
き
た
が
、
こ
れ
以

上
は
も
う
耐
え
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

問　
円
山
川
の
流
域
治
水
協

議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
観
点
で
防

災
・
減
災
対
策
を
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か

答　
国
土
交
通
省
で
は
、
水

害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備
え
る

た
め
、
河
川
管
理
者
だ
け
で

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に

よ
る
流
域
治
水
へ
と
転
換
し

て
い
く
方
針
が
出
さ
れ
た
。

来
年
3
月
頃
に
は
円
山
川
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策

定
さ
れ
る
予
定
だ
。

問　
地
域
の
防
災
組
織
や
地

区
役
員
の
女
性
参
加
は
低
い

現
状
に
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
女
性
の
参
加
が
重
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か

答　
防
災
・
減
災
に
お
け
る

女
性
の
役
割
に
つ
い
て
も
見

直
し
実
行
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
、
来
年
3
月
の
策
定
を

目
指
し
て
現
在
作
業
を
進
め

て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
、
外
来
診

療
体
制
の
整
備
、
医
療
従
事

者
の
確
保
、
救
急
受
入
体
制
、

搬
送
体
制
の
今
後
の
取
り
組

み
は
ど
う
か

答　
市
内
の
病
院
、
診
療
所

と
も
院
内
感
染
防
止
対
策
を

と
り
、
外
来
診
療
を
継
続
し

て
い
る
。
感
染
症
医
療
機
関

で
も
あ
る
豊
岡
病
院
で
は
、

感
染
者
対
応
で
45
床
の
準

備
、
医
師
は
院
内
で
の
応

援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。
当
面
の
診
療
体
制
は

確
保
で
き
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
状
況
の

推
移
を
見
極
め
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問　
子
ど
も
食
堂
の
開
設
支

援
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り

組
み
は

答　
1
つ
に
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
支
援
、
2
つ
目
に
は
、
関

係
機
関
へ
の
各
種
届
出
や
申

請
書
類
の
事
務
手
続
き
支
援
、

設
備
整
備
費
や
運
営
費
の
補

助
支
援
を
考
え
て
い
る
。

超
過
課
税
は
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か

豊岡市議会公明党

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

芦田　竹彦 議員

村岡　峰男 議員

円
山
川
流
域
全
体
の
対
策
が
重
要
だ

答
流
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
を
行
い
計
画
的
に
推
進

答
恒
久
的
財
源
と
考
え
て
い
る

新型コロナウイル
ス接触確認アプリ 

「Ｃ
コ コ ア
ＯＣＯＡ」のダ

ウンロードを。

議員のひとこと

市民は他の街より多
くの税金を払って、暮
らし応援の施策を求

めているのに…
冷たいね。

議員のひとこと

円山川延長68kｍの流域治水を！

空からあなたの家がみえましたか？
お帰りなさい！
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意
見
書
・
請
願
・
陳
情

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税

財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
　

  

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
蔓ま

ん
延え

ん
し
、
わ
が

国
は
、
戦
後
最
大
の
経
済
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
地
域
経
済

に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税
な
ど
一
般

財
源
の
激
減
が
避
け
が
た
く
な
っ
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
で
は
、
喫
緊
の
財
政
需
要
へ
の
対
応
は
じ
め
、
長
期
化

す
る
感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、
地
方
財
政
は
巨
額
の
財
政
不
足
を
生

じ
、
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
3
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
次
の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要

望
す
る
。

記　
　
　
　

①�

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財
政
対
策
債

が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
行
額
の
縮
減
に
努
め
、
償
還
財

源
を
も
確
保
す
る
こ
と
。

②�

地
方
交
付
税
は
、
引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
の
両

機
能
が
適
切
に
発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

③�

令
和
2
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に
減
収
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
た
減
収
補
填
措
置
を
講
じ
、
減
収
補
填
債

の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ
い
て
も
、
地
方
消
費
税
を
含
め
弾
力
的
に

対
応
す
る
こ
と
。

意見書の
要　　旨 全会

一致
全会
一致

可決可決 意
見
書

新型コロナウイルス感染症拡大防
止予防の中、市民のため、真剣に発表・

討議等実施され、好感を新たに持った次第。
今後とも、機会があれば再度傍聴致し、区お
よび区民各位のために役立てられるよう

に推進を図りたい。（男性）

若い方が傍聴、関心をもっ
ていただけるようにしたい。
（60代　男性）

豊岡市区長連合会・
市民の皆さんが

傍聴にこられました！　
　　

本会議のやりとりを
直接見ることは、大いに

市政の理解のために参考に
なると思う。より多くの団体
等に声をかけて傍聴者が増
えるように望む。
（60代　男性）

「駅前のさとうが撤退す
る…」報に接し、再び市議会
を傍聴した。熱を帯びた市長と
議会のやりとりであった。委員会
審査を経てどう展開するか…。立
ち止まって考える必要が市長にも
議会にもある。
（70代　男性）
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④�
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築

に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、

整
理
合
理
化
を
図
り
、
新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当
た
っ
て
は
、
有
効

性
・
緊
急
性
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

⑤�

と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で

あ
り
、
制
度
の
根
幹
に
影
響
す
る
見
直
し
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
を
問
わ
ず
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
先
の
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
講
じ
た
特
例
措
置
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本

来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
対
応
す
べ
き
こ
と
。

12月定例会の日程（予定）
開　 　会 11月27日（金）
一般質問 12月7日（月）～10日（木）

常任委員会審査
（総務・文教民生・建設経済） 12月14日（月） 

常任委員会審査（予算決算） ※12月10日（木）・21日（月）
特別委員会審査

（広報広聴・人口減少・防災） 12月21日（月）

閉　 　会 12月23日（水）
※一般質問終了後に開催
・本会議、委員会とも午前9時30分開会
・本会議は市の議場で開催します。

【傍聴について】
　新型コロナウイルス感染症の予防および拡大防止の観点から、豊岡
市議会インターネット中継をご利用ください。パソコン、スマートフォ
ンから審議のようすを生中継でご覧いただけます。

■　問合せ／豊岡市議会事務局　TEL0796-23-1119

“今の生活環境を変えたい”
市議会だより、インターネットによるライブ
中継、録画中継も良し。市議会の傍聴は有

効な手段で感動した。（70代　男性）

議員に若者はいない。女性はあまりにも
少ない。職種もかたよっている。

市民、特に弱者の声を市に訴えてもらっているのか？市
民の声を集めて議員間でもよく話し合ってほしい。各議員
の質問項目を見ていると同じようなものばかりで、多

様性に欠けている。広く深い議論をお願いしたい。
（60代　男性）

内容が日々の生活に直接結びついている
ものであるので、関心は高いものがある。30年、

50年、さらに100年後と未来を展望した視点をもっ
て市政運営に尽力してもらいたい。
（60代　男性）

アイティ開発に向けて強く意
見を言っておられた。駅前の中
心地が4年生大学の開校と演劇祭
によって、活性化していくこと
を願う。（60代　男性）

※
写
真
と
コ
メ
ン
ト
の
配
置
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
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新型コロナウイルス対策財政調整
基金取り崩し

　今後、第2波、第3波が予想されるところで
ある。
　今後も、国・県の補助金等を効果的に活用
して、基金残高も含めた財政状況と、新型コ
ロナウイルス対策とのバランスに留意したう
え、適切な財政運営に努められたい。

（予算決算委員会）

補正予算成立後
　この施策の効果が市内の隅々まで、

早期に及ぶよう格別の努力を払われたい。
　また、飲食店や宿泊施設、交通事業者以外
にも、新型コロナウイルスの影響を受けて厳
しい経営状況にある多くの市民や事業者があ
ることから、今後に向けて、より適切な新型
コロナウイルス対策を講じることができるよ
う十分検討されたい。
　さらに、既存の支援制度や今回の補正予算
に計上された施策の執行にあたっては、手続
きの簡素化や支援の迅速化を図り、一日も早
くその効果が市民に及ぶよう努められたい。
� （予算決算委員会）

豊岡まちづくり株式会社、株式会
社日高振興公社および株式会社シ

ルク温泉やまびこ
　今期、新型コロナウイルス感染症の影響に
より減収する恐れがあるため、地域経済活性化
および地域雇用促進等の観点から、国、県の支
援策も十分に活用し、さらなる経営努力を図
られるよう指導されたい。�（建設経済委員会）

　
新型コロナウイルス感染症対策につ

いては、国県の緊急経済対策事業を積
極的に活用し実施するとともに、市民の暮ら
しを守るため、市独自事業として被災者生活
再建支援基金、財政調整基金を取り崩して事
業を実施している。
　この市独自事業については、国から交付さ
れる地方創生臨時交付金を充てることが可能
なことから、9月議会に提出する補正予算で各
事業に充当し財源更正を行い、基金の取り崩
し額を減額する予定である。
　基金の取り崩し額を最小限に抑え、今後の
第2波、第3波に備えた財政運営を行っていく。
� （財政課）

　
議会の理解と協力を得て、「Ｒ

※
ｅ(リ)

豊岡プロジェクト」をはじめとして新
型コロナウイルス対策事業を展開している。
　創設した支援制度等について、今後も市民
や事業者に活用されるよう周知を図っていく。
　また、活用促進の観点から、手続きの簡素
化も検討し、より多くの対象者に効果が及ぶ
よう努める。� （財政課）

　
豊岡まちづくり株式会社における今

期4-7月の売上は28,267千円で、前年
比24％の減となっている。特にショップ販売
は前年比49％減と厳しい状況だが、ネット販
売は30％増となっており、引き続き売上増加
に取り組む。
　国の持続化給付金については、早期に申請、
受領し経営の安定化を図っている。

　また、「BUY豊岡」に参加し、新たな顧客に
対しても豊岡鞄ブランドを積極的にPRするな
どして売上の増加を図っている。
　新型コロナウイルス感染症の収束はまだ先
が見えないが、引き続き経営継続に向けた指
導や取組を行っていく。� （環境経済課）

　株式会社日高振興公社において、国の持続
化給付金や雇用調整助成金、県の支援金の活
用促進のほか、市の独自支援により、雇用を
確保し事業が継続できるよう経営指導を行っ
ている。� （日高 地域振興課）

　株式会社シルク温泉やまびこにおいては、
国、県、市等の支援策を十分に活用し、さら
なる経営努力を図るよう指導していく。

（但東 地域振興課）

6月定例会の委員会審査における委員会意見と回答

※
「Re（リ）豊岡プロジェクト」とは
　新型コロナウイルス感染症の影響から「再起」や親
しい人やまちとの「再会」という意味を込めた市の
プロジェクトで、STAY（ステイ）・PLAY（プレイ）・
EAT（イート）・BUY（バイ）・THEATER（シアター）
豊岡の5事業がある。
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新型コロナウイルス感染症の影響
に伴う住居確保給付金支給事業

　当該事業に対する内容等、十分な周知徹底
を図られたい。
　また、市民に寄り添い親身となり相談でき
る窓口体制の強化を強く要望する。
� （予算決算委員会）

新型コロナウイルス感染症の影響
により収入の減少が見込まれる場

合における介護保険料の減額又は免除
　当該者の申請主義に任せず、広報等の手法
を工夫し、広く市民への周知、徹底に努めら
れたい。� （文教民生委員会）

新型コロナウイルス感染症予防力
向上事業補助金

　感染症予防対策を向上させる目的であるた
め、対象をしぼりこまず、できるだけ広く該
当させるように要望する。
　また、その対象事業所等に周知徹底を図ら
れたい。� （予算決算委員会）

新型コロナウイルス感染症の影響
により収入の減少が見込まれる場

合における国民健康保険税に係る減免
　当該者の申請主義に任せず、広報等の手法
を工夫し、広く市民への周知、徹底に努めら
れたい。� （文教民生委員会）

　
当該事業については、市広報および

市ホームページへの掲載、本庁および振
興局窓口などへのチラシの設置、総合相談・
生活支援センター「よりそい」およびハロー
ワーク豊岡における制度案内など周知を図っ
ている。
　また、総合相談・生活支援センター「より
そい」（市社協へ委託）を相談窓口とし、3名
の職員が相談者に寄り添った、きめ細やかな
相談体制をとっている。なお、相談が多い時は、
市職員が電話対応などサポートしている。

（社会福祉課）

　
減免の周知については、市広報8月号、

ホームページ（7/8掲載）および全戸配
布チラシ「支援制度のお知らせ第2弾」（7/3
発行）に掲載し周知を行った。
　また、介護保険被保険者に対しては令和２
年度介護保険料賦課決定通知書（7/13発送）
に減免チラシを同封して周知啓発を図った。
　今後も状況に応じて追加周知を実施する予
定である。� （高年介護課）

　
対象事業所、対象機器等については、

幅広く対象とするよう対応している。
　事業所への周知については、市ホームペー
ジに制度内容や同種の県制度との比較表など
を掲載し、周知を図っている。
　また、商工会議所と商工会の協力を得て、
会報配布時、ＤＭ発送時に制度概要チラシの
配布（各1,500部）を行った。
　なお、既に防災行政無線による放送を不定
期で10回程度行っており、さらなる制度等周
知のため、今後も放送する予定である。

（生活環境課・環境経済課・大交流課）

　
7月13日に発送した国民健康保険税

納税通知書（令和2年度当初課税分）に
リーフレットを同封し、全ての国保加入世帯
に周知したほか、市ホームページ、全戸配布
チラシ「支援制度のお知らせ第2弾」および市
広報（8月号）への掲載、防災行政無線・FMジャ
ングルでの放送により周知を行った。
　今後も状況に応じて追加周知を実施する予
定である。� （税務課）

その後どうなった?!
　常任委員会や特別委員会は、議案などを審査し、その可否を決定します。その審査の過程で、市当局に
対して意見や要望を付すことができます。
　それに対して、市当局は指摘の内容が妥当であるか、要望が実現できるかなどを検討し、次の定例会の際、
報告することになっています。
　これは、議会でまとめられた意見が、単に一方的なもので終わってしまわないよう、市当局と議会が議
論のキャッチボールをしながら市政運営を行っている取り組みの一端です。
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